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西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ
て
い
ち
じ
る
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
た
日
本
の
対
社
会
主
義
圏
貿
易
も
、
最
近
よ
う
や
く
増
加
の
兆
候
を
み
せ
る
に
至
っ
た
。
昭
和
三
六
年
『
通
商
白
書
』
に
よ
る
と
、
一
九
六
0
年
の
わ
が
国
と
社
会
主
義
諸
国
と
の
貿
易
は
、
輸
出
七
三
・
四
百
万
ド
ル
、
輸
入
―
二
五
・
O百
万
ド
ル
で
、
前
年
に
比
ぺ
、
そ
れ
ぞ
れ
九
五
形
増
、
七
九
形
増
と
大
幅
な
増
加
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
増
大
の
お
も
な
原
因
は
、
六
0
年
三
月
わ
が
国
と
の
間
に
一
1
一
カ
年
の
長
期
貿
易
支
払
協
定
が
締
結
さ
れ
、
そ
の
発
展
が
軌
道
に
フ
リ
ッ
ツ
・
エ
ン
デ
ル
ラ
イ
ン
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
ン
デ
ル
ラ
イ
ン
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
」
フ
リ
ッ
ツ
．
 
工
書
評
の
っ
た
日
ソ
貿
易
が
輸
出
に
お
い
て
ニ
・
六
倍
、
輸
入
に
お
い
て
ニ
・
ニ
倍
と
急
増
し
た
こ
と
に
あ
り
、
六
0
年
に
お
い
て
そ
れ
は
、
対
社
会
主
義
圏
輸
出
入
の
そ
れ
ぞ
れ
八
一
・
八
光
、
六
九
•
六
彩
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
日
ソ
貿
易
の
拡
大
は
六
一
年
に
入
っ
て
も
続
き
、
と
り
わ
け
下
半
期
に
は
東
京
晴
海
で
ソ
連
商
工
業
見
本
市
が
開
か
れ
、
ミ
コ
ヤ
ソ
第
一
澗
首
相
が
来
日
す
る
な
ど
、
日
ソ
間
の
経
済
交
流
に
新
し
い
局
面
が
も
た
ら
さ
れ
、
一
l
-
一
月
の
累
計
で
輸
出
五0
・
九
百
万
ド
ル
、
輸
入
―
―
―
1
0
•四
百
万
ド
ル
に
上
り
、
前
年
同
期
と
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
ニ
―
•
七
光
、
六
一
―
-
•
七
彩
の
増
加
を
吉
信
粛
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示
し
た
。
れ
る
性
質
さ
え
も
っ
て
い
る
。
フ
リ
ッ
ツ
・
ニ
ン
デ
ル
ラ
イ
ン
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
問
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
日
ソ
貿
易
支
払
協
定
の
最
終
年
に
当
た
る
六
二
年
に
は
、
最
近
（
二
月
二
十
三
日
）
調
印
さ
れ
た
日
ソ
貿
易
議
定
書
の
計
画
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
対
ソ
輸
出
は
一
―
1
0
・
0百
万
ド
ル
、
同
輸
入
は
一
0
五
・
O百
万
ド
ル
と
日
本
側
の
一
五
・
O百
万
ド
ル
の
出
超
と
な
り
、
過
去
ニ
カ
年
間
の
大
幅
入
超
は
か
な
り
改
善
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
協
定
に
定
め
ら
れ
た
目
原
（
対
ソ
輸
出
八
五
・
O百
万
ド
ル
、
同
輸
入
八
O
・
O百
万
ド
ル
）
を
輸
出
で
約
四
0
%、
輸
入
で
約
三
0
彩
上
回
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
こ
れ
を
土
台
と
し
て
ソ
連
の
経
済
計
画
、
と
く
に
シ
ベ
リ
ア
開
発
計
画
と
結
合
し
た
日
ソ
貿
易
の
一
層
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
従
来
わ
が
国
の
対
社
会
主
義
凋
貿
易
の
主
軸
を
な
し
た
日
中
貿
易
に
目
を
転
ず
る
と
、
長
崎
で
の
不
幸
な
事
件
を
契
機
と
し
て
五
八
年
五
月
以
降
中
断
さ
れ
て
い
た
が
、
六
0
年
八
月
周
恩
来
首
相
に
よ
っ
て
貿
易
再
開
三
原
則
（
①
政
府
間
協
定
②
民
間
契
約
⑧
個
別
的
配
慮
）
が
示
さ
れ
、
民
間
友
好
取
引
と
い
う
新
し
い
貿
易
方
式
に
よ
っ
て
復
活
、
再
開
さ
れ
る
に
及
ん
だ
。
六
一
年
の
一
1
―
一
月
の
累
計
で
対
中
国
輸
出
は
―
二•
O
百
万
ド
ル
、
同
輸
入
は
二
六
・
七
百
万
ド
ル
で
あ
っ
て
、
五
六
年
の
最
盛
時
に
比
べ
る
と
な
お
全
く
及
ぶ
べ
く
も
な
い
が
、
前
年
対
比
で
は
そ
れ
ぞ
れ
四
・
八
倍
、
一
・
四
倍
の
伸
長
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
六
一
年
一
0
1
―
一
月
の
中
国
広
州
交
見
令
い
ら
い
急
増
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
貿
易
方
式
そ
の
も
の
の
発
展
が
望
ま
れ
て
い
る
。
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
わ
が
国
の
対
社
会
主
義
圏
貿
易
、
す
な
わ
ち
東
西
貿
易
は
急
増
の
傾
向
に
あ
り
、
こ
こ
数
年
後
に
は
往
復
一
0
億
ド
ル
の
水
準
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
と
注
目
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
こ
の
貿
易
の
性
格
、
こ
の
貿
易
を
支
配
す
る
経
済
法
則
の
問
題
に
か
ん
し
て
は
、
な
お
多
く
の
理
論
的
究
明
が
残
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
二
つ
の
世
界
市
場
論
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
関
連
し
て
し
ば
し
ば
取
上
げ
ら
れ
論
争
さ
れ
て
き
た
。
諸
見
解
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
立
場
に
導
び
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
主
義
世
界
市
場
と
資
本
主
義
世
界
市
場
と
い
う
二
つ
の
異
な
っ
た
経
済
法
則
に
支
配
さ
れ
る
世
界
市
場
の
実
存
を
認
め
る
立
場
と
、
商
品
経
済
範
疇
と
し
て
の
み
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
れ
が
実
存
す
る
と
こ
ろ
の
具
体
的
・
歴
史
的
条
件
と
は
無
関
係
に
世
界
市
場
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
場
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
お
の
ず
と
東
西
貿
易
に
か
ん
し
て
も
異
な
っ
た
立
論
が
引
き
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
の
究
明
は
、
そ
れ
を
深
く
掘
り
下
げ
る
と
外
国
貿
易
•
世
界
経
済
論
の
理
論
構
造
の
根
幹
に
ふ
、
、
、
、
と
は
い
え
、
東
西
貿
易
そ
の
も
の
を
真
正
面
か
ら
理
論
的
に
取
扱
っ
た
文
献
は
、
そ
れ
が
両
体
制
の
経
済
学
者
の
共
通
に
関
心
あ
る
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ま
た
社
会
主
義
諸
国
を
主
と
し
て
念
頭
に
お
い
た
諸
外
国
に
お
い
て
も
、
ご
く
限
ら
れ
た
数
の
も
の
し
か
わ
れ
わ
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序
言
れ
に
は
現
在
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
つ
ぎ
に
紹
介
す
る
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
経
済
学
者
F
・
ニ
ソ
デ
ル
ラ
イ
ン
の
労
作
は
、
そ
の
内
容
に
対
す
る
哭
否
を
一
応
措
い
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
、
そ
の
序
文
に
お
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
残
念
な
が
ら
学
問
的
研
究
に
お
い
て
資
本
主
義
諸
国
と
の
貿
易
は
、
そ
れ
に
相
応
し
た
地
位
を
獲
得
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
社
会
主
義
諸
国
問
の
経
済
関
係
に
つ
い
て
は
多
く
の
叙
述
が
あ
り
、
ま
た
資
本
主
義
諸
国
間
の
貿
易
に
つ
い
て
も
諸
研
究
が
存
在
す
る
が
、
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
貿
易
関
係
の
研
究
は
、
殆
ん
ど
全
く
等
閑
に
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
著
は
、
こ
の
領
域
で
―
つ
の
間
隙
を
う
ず
め
る
た
め
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
」
と
。
ま
た
こ
の
小
冊
子
は
、
こ
の
問
題
に
接
近
し
た
も
う
―
つ
の
先
駆
的
な
著
作
で
あ
る
G
・
コ
ー
ル
マ
イ
の
E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
s
p
r
o
、
b
l
e
m
e
 d
e
s
 s
o
z
i
a
l
i
s
t
i
s
c
h
e
n
 W
e
l
t
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
s
y
s
t
e
m
s
に．叫心ナぅる
批
判
の
書
で
も
あ
る
。
G
・
コ
ー
ル
マ
イ
の
こ
の
著
作
に
つ
い
て
は
す
で
に
部
分
的
な
邦
訳
も
あ
り
、
ま
た
木
下
悦
二
氏
に
よ
っ
て
書
評
も
さ
れ
て
い
る
ー
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
第
一
二
章
フ
リ
ッ
ツ
・
ニ
ン
デ
ル
ラ
イ
ン
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
ま
ず
本
書
の
構
成
を
示
せ
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
四
章
＞
 
IV ][ JI 
ー ]I n
 
ー
第
二
章 ー
ー
第
一
章
緒
論
結
論
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
経
済
関
係
の
性
格
に
か
ん
す
る
誤
っ
た
理
解
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
世
界
市
場
関
係
の
性
格
の
本
質
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
新
し
い
国
際
分
業
特
殊
に
対
す
る
一
般
の
関
係
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
古
い
国
際
分
業
の
排
除
と
新
し
い
国
際
分
業
の
発
展
市
場
関
係
社
会
主
義
と
資
本
主
義
の
国
際
分
業
国
際
分
業
お
よ
び
世
界
市
場
一
般
国
際
分
業
一
般
社
会
的
分
業
の
二
つ
の
観
点
世
界
市
場
一
般
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
と
性
界
社
会
主
義
国
際
分
業
資
本
主
義
国
際
分
業
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「
社
会
主
義
諸
国
の
間
に
は
社
会
主
義
国
際
分
業
が
、
資
本
主
義
諸
国
][ Il 
ー
プ
リ
ヅ
ツ
・
ニ
ソ
デ
ル
ラ
イ
ン
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
一
般
の
強
調
「
中
立
的
」
国
際
分
業
「
中
立
的
」
世
界
市
場
関
係
以
上
に
示
さ
れ
た
構
成
は
、
著
者
が
紺
論
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
貿
易
関
係
の
必
然
性
は
そ
れ
ら
の
問
に
存
在
す
る
国
際
分
業
か
ら
生
ず
る
と
い
う
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
て
い
る
命
題
ー
コ
ー
ル
マ
イ
に
よ
っ
て
も
前
記
著
書
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
ー
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
つ
ぎ
の
問
題
提
起
に
答
え
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ー
、
国
際
分
業
と
は
何
か
、
世
界
市
場
と
は
何
か
、
そ
れ
ら
は
相
互
に
、
ま
た
外
国
貿
易
に
対
し
て
い
か
な
る
関
係
に
立
っ
て
い
る
か
？
2
、
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
は
存
在
す
る
か
、
ま
た
何
に
よ
っ
て
こ
れ
は
性
格
づ
け
ら
れ
る
か
？
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
分
業
が
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
貿
易
に
対
し
て
い
か
な
る
影
響
を
も
つ
か
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
第
一
章
を
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
葉
を
以
っ
て
始
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち、
と
、
そ
し
て
社
会
主
義
国
際
分
業
を
目
的
意
識
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
可
の
間
に
は
資
本
主
義
国
際
分
業
が
、
ま
た
社
会
主
義
世
界
市
場
と
資
本
主
義
世
界
市
場
と
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
両
者
は
そ
の
形
態
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
も
相
互
に
区
別
さ
れ
る
」
（
s.
七
）
と
。
著
者
の
課
題
に
対
す
る
態
度
は
、
す
で
に
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
ま
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
出
発
点
か
ら
、
ま
ず
社
会
主
義
国
際
分
業
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
社
会
主
義
国
際
分
業
が
立
脚
す
る
と
こ
ろ
の
基
礎
ー
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
ー
を
指
摘
し
、
国
民
経
済
の
計
画
的
・
比
例
的
発
展
法
則
に
よ
っ
て
歴
史
上
始
め
て
国
際
経
済
関
係
を
計
画
的
に
形
成
す
る
こ
能
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
社
会
主
義
国
際
分
業
の
作
用
、
社
会
主
義
的
国
際
主
義
と
の
関
連
、
な
お
存
在
す
る
資
本
主
義
的
遣
物
の
問
題
な
ど
に
ふ
れ
た
後
、
社
会
主
義
国
際
分
業
の
本
質
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
生
産
関
係
と
し
て
の
国
際
分
業
は
す
で
に
十
分
に
社
会
主
義
的
で
あ
る
。
勤
労
者
の
隷
属
と
搾
取
、
生
産
の
競
争
と
無
政
府
性
は
消
滅
し
て
い
る
。
社
会
主
義
諸
国
の
関
係
は
、
兄
弟
的
な
相
互
援
助
の
原
則
に
、
も
と
づ
い
て
い
る
。
社
会
主
義
国
際
分
業
の
本
質
は
こ
こ
に
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
S
・
八
ー
九
）
。
そ
し
て
著
者
は
、
社
会
主
義
国
際
分
業
の
資
本
主
義
国
際
分
業
に
対
す
る
優
越
性
を
、
社
会
主
義
諸
国
の
同
権
、
同
志
的
協
力
、
私
利
私
慾
の
な
い
援
助
、
お
よ
び
社
会
主
義
国
際
分
業
が
も
は
や
一四
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外
国
貿
易
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
国
民
経
済
計
画
の
直
接
的
協
業
化
に
つ
い
て
も
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
見
い
だ
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
社
会
主
義
国
際
分
業
は
新
し
い
質
を
表
現
し
て
お
り
、
そ
の
発
展
に
お
い
て
本
質
的
に
二
つ
の
段
階
が
区
別
さ
れ
る
。
「
最
初
の
段
階
に
お
い
て
は
、
個
々
の
社
会
主
義
国
の
国
民
経
済
の
協
業
化
と
調
整
が
、
外
国
貿
易
調
整
の
お
か
げ
で
優
勢
な
も
の
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
二
番
目
の
よ
り
高
度
な
段
階
に
お
い
て
は
、
社
会
主
義
国
際
分
業
の
一
層
の
発
展
と
深
化
が
、
生
産
の
計
画
的
に
し
て
合
理
的
な
専
門
化
と
協
業
化
の
形
態
に
お
い
て
、
生
産
の
直
接
的
調
整
に
よ
っ
て
も
生
ず
る
」
(
S
・
九
）
。
以
下
、
著
者
は
「
社
会
主
義
国
際
分
業
の
形
成
と
深
化
の
統
一
的
過
程
の
二
側
面
」
(s・ 
1
0
)
と
し
て
の
専
門
化
と
協
業
化
に
つ
い
て
説
明
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
社
会
主
義
諸
国
間
で
の
専
門
化
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
あ
る
生
産
物
を
生
産
す
る
の
に
望
ま
し
い
自
然
的
経
済
的
前
提
、
原
料
基
礎
、
経
験
そ
し
て
専
門
的
諸
力
能
を
有
し
て
い
る
と
き
、
そ
う
い
う
生
産
物
の
生
産
へ
集
中
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
専
門
化
は
社
会
的
分
業
の
一
形
態
で
あ
り
、
協
業
は
そ
の
必
然
的
な
産
物
で
あ
る
。
社
会
主
義
協
業
は
同
志
的
協
力
の
関
係
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
般
的
に
は
狭
い
意
味
で
の
協
業
と
広
い
意
味
で
の
協
業
と
に
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
区
別
は
国
際
的
協
業
の
場
合
に
も
可
能
で
あ
っ
て
、
前
者
は
と
も
に
特
定
の
生
産
物
を
作
る
多
く
の
企
業
間
で
の
生
産
連
関
と
し
て
、
後
者
は
あ
ら
ゆ
る
種
一五
類
の
企
業
間
で
の
生
産
連
関
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
専
門
化
と
協
業
化
と
は
、
新
技
術
の
導
入
、
生
産
装
置
の
改
善
さ
れ
た
利
用
、
労
働
生
産
性
の
向
上
、
そ
し
て
自
己
費
用
の
低
下
に
よ
っ
て
、
国
際
的
規
模
で
社
会
主
義
拡
大
再
生
産
の
テ
ン
ボ
加
速
化
を
可
能
に
す
る
。
著
者
は
、
こ
の
節
の
最
後
の
方
で
社
会
主
義
国
際
分
業
が
社
会
的
分
業
の
す
ぺ
て
の
以
前
の
形
態
よ
り
高
度
な
質
を
有
し
て
お
り
、
分
業
一
般
を
止
揚
す
る
こ
と
を
共
産
主
義
に
お
い
て
許
す
諸
条
件
が
す
で
に
作
り
だ
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
国
際
分
業
に
か
ん
し
て
は
、
相
対
的
に
叙
述
が
簡
略
で
あ
り
、
ま
た
著
者
独
自
の
見
解
が
と
く
に
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
諸
命
題
の
未
展
開
の
箇
所
も
見
出
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
発
展
し
た
エ
業
諸
国
間
、
帝
国
主
義
諸
国
間
の
国
際
分
業
の
存
在
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
し
な
が
ら
も
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
著
者
の
意
図
は
、
全
体
と
し
て
社
会
主
義
国
際
分
業
と
の
対
比
に
置
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
生
産
力
の
観
点
か
ら
資
本
主
義
国
際
分
業
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
資
本
主
義
諸
国
間
で
も
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
こ
こ
で
は
そ
れ
は
生
産
力
と
し
て
作
用
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
破
壊
力
と
し
て
作
用
す
る
、
す
な
わ
ち
生
産
諸
力
の
否
定
に
導
く
か
あ
る
い
は
そ
の
発
展
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
著
者
は
こ
の
現
象
が
帝
国
主
義
に
お
い
て
と
く
に
著
し
い
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
資
本
主
義
の
こ
フ
リ
ッ
ツ
・
ニ
ン
デ
ル
ラ
イ
ソ
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
問
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
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業
一
般
、
世
界
市
場
一
般
と
は
何
か
、
す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
特
徴
、
い
か
な
る
側
面
、
い
か
な
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
そ
の
資
本
主
義
的
形
態
と
そ
の
社
会
主
義
的
形
態
と
に
共
通
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る。
第
一
節
で
著
者
は
、
分
業
概
念
、
生
産
関
係
と
し
て
の
社
会
的
分
業
、
生
産
力
と
し
て
の
社
会
的
分
業
お
よ
び
両
者
の
統
一
と
し
て
の
社
会
的
分
業
の
四
つ
の
論
点
を
問
順
と
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
論
点
に
つ
い
て
み
る
と
、
コ
は
ー
ル
マ
イ
、
ベ
リ
の
主
張
す
る
分
業
概
念
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
一
1
一
段
階
の
分
業
を
取
扱
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
一
般
的
分
業
（
工
業
、
農
業
、
交
通
な
ど
の
属
の
分
裂
）
、
第
二
に
特
殊
的
分
業
（
種
お
よ
び
亜
種
へ
の
こ
れ
ら
の
属
の
一
層
の
区
分
）
、
著
者
の
第
二
章
で
の
課
題
は
、
以
上
の
展
開
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
国
際
分
四
フ
リ
ッ
ツ
・
エ
ソ
デ
ル
ラ
イ
ソ
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
問
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
の
段
階
に
か
ぎ
っ
た
も
の
で
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
前
資
本
主
義
時
代
か
ら
引
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
一
層
完
成
し
た
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
い
で
資
本
主
義
国
際
分
業
の
も
た
ら
す
世
界
的
支
配
関
係
、
搾
取
関
係
に
言
及
し
、
最
後
に
そ
れ
が
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
矛
盾
の
拡
大
さ
れ
た
分
野
へ
の
波
及
を
意
味
し
、
そ
れ
に
よ
り
大
き
な
活
動
分
野
を
開
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
に
個
別
的
分
業
（
作
業
場
内
で
の
分
業
）
。
コ
ー
ル
マ
イ
は
、
こ
の
三
段
階
の
区
別
が
し
ば
し
ば
諸
文
献
に
お
い
て
図
式
的
に
、
無
批
判
的
に
転
用
さ
れ
て
い
マ
ル
ク
ス
が
捨
象
し
た
世
界
経
済
や
外
国
貿
易
を
考
應
に
い
れ
て
、
社
会
的
分
業
を
個
々
の
企
業
内
部
の
（
企
業
的
）
、
個
々
の
経
済
部
門
の
（
国
民
経
済
的
）
、
個
々
の
国
民
間
の
（
国
際
的
）
分
業
の
三
種
類
に
区
別
し
た
。
著
者
は
コ
ー
ル
マ
イ
が
企
業
的
分
業
を
社
会
的
分
業
の
一
種
と
し
て
区
分
し
て
い
る
の
を
批
判
し
、
企
業
内
部
の
分
業
は
社
会
内
部
の
分
業
と
多
く
の
共
通
し
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
れ
と
は
羅
的
の
み
な
ら
ず
本
質
的
に
区
別
さ
れ
る
故
に
誤
り
で
あ
る
と
述
べ
、
両
者
の
相
違
を
検
討
し
て
い
る
。
コ
ー
ル
マ
イ
の
見
解
と
は
反
対
に
、
ベ
リ
は
企
業
的
分
業
が
社
会
的
分
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。
か
れ
は
二
種
類
の
社
会
的
分
業
、
す
な
わ
ち
社
会
内
部
の
分
業
と
企
業
内
部
の
分
業
と
を
区
別
す
る
。
著
者
は
こ
の
見
解
に
対
し
て
も
、
取
違
え
の
み
が
可
能
だ
と
し
、
マ
ル
ク
ス
は
「
社
会
内
部
の
分
業
」
と
い
う
概
念
と
「
社
会
的
分
業
」
と
い
う
概
念
を
い
つ
も
同
等
な
も
の
と
し
て
用
い
た
と
指
摘
す
る
。
第
1
一
の
論
点
に
移
る
に
あ
た
っ
て
著
者
は
、
国
際
分
業
は
社
会
的
分
業
の
一
形
態
で
あ
る
と
規
定
し
て
、
社
会
的
分
業
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
こ
と
は
国
際
分
業
に
も
あ
て
は
ま
る
と
い
う
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。
つ
い
で
社
会
的
分
業
は
生
産
手
段
が
種
々
な
る
所
有
者
の
手
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
す
る
こ
と
か
ら
、
分
業
、
交
換
、
私
有
財
産
の
関
係
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
、
る
と
し
、
一六
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ソ
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ
ソ
の
見
解
を
検
討
し
な
が
ら
考
察
を
す
す
め
、
分
業
と
私
有
財
産
と
の
関
係
は
一
方
的
な
因
果
関
係
で
は
な
く
て
、
相
互
作
用
、
相
互
依
存
の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
て
い
る
。
「
社
会
的
分
業
は
生
産
諸
関
係
と
同
一
で
は
な
く
て
、
そ
の
一
部
分
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
分
業
に
つ
い
て
私
有
財
産
と
同
じ
表
現
と
し
て
述
べ
た
け
れ
ど
、
わ
れ
わ
れ
は
今
日
で
は
一
層
一
般
化
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
分
業
は
生
産
手
段
の
所
有
の
種
々
な
る
形
態
の
存
在
（
社
会
的
所
有
を
包
含
す
る
）
と
同
一
で
あ
る
と
。
•
•
…
•
そ
の
時
々
の
分
業
の
基
礎
に
横
た
わ
っ
て
い
る
所
有
形
態
は
、
直
接
的
に
そ
の
形
態
と
性
格
を
規
定
す
る
」
•
―
―
-
）
。
社
会
的
分
業
が
労
働
を
単
純
化
し
、
特
定
の
生
産
物
の
産
出
に
必
要
な
労
慟
時
間
を
短
縮
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
第
三
の
論
点
が
取
扱
わ
れ
る
。
「
国
際
分
業
は
、
そ
れ
が
社
会
的
労
働
時
間
を
節
約
す
る
が
故
に
、
一
生
産
力
で
あ
る
」
(
S
・
ニ
ニ
）
。
そ
し
て
最
後
に
、
第
四
の
論
点
と
し
て
こ
う
し
た
国
際
分
業
の
二
側
面
が
切
離
し
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
分
業
は
、
そ
れ
が
生
産
関
係
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
社
会
的
労
働
の
あ
る
組
織
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
生
産
力
で
あ
る
。
第
二
節
に
す
す
も
う
。
著
者
は
種
々
な
る
形
態
の
生
産
手
段
の
所
有
の
止
揚
を
伴
う
共
産
主
義
は
、
社
会
的
分
業
を
も
止
揚
し
て
し
ま
う
と
い
う
テ
ー
フ
リ
ッ
ツ
・
エ
ン
デ
ル
ラ
イ
ン
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
(
S
 
し
た
が
っ
て
両
者
の
関
係
は
、
抽
象
的
労
働
の
意
味
に
お
け
る
社
会
的
分
業
は
具
体
的
労
働
の
意
味
に
お
け
る
分
業
を
い
つ
も
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
反
対
で
は
な
く
、
具
体
的
労
働
の
意
味
に
お
け
る
社
会
的
分
業
は
商
品
生
産
の
条
件
の
も
と
で
の
み
、
抽
象
的
労
働
の
意
味
に
お
け
る
分
業
を
包
含
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
具
体
的
労
働
の
分
割
が
生
産
、。
＼
＞
 
七
ゼ
を
検
討
に
付
し
て
い
る
。
多
く
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
研
究
者
が
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ル
ク
ス
は
分
業
が
共
産
主
義
に
お
い
て
排
除
さ
れ
る
と
は
い
っ
て
な
い
ば
か
り
か
、
い
つ
ま
で
も
分
業
は
存
在
す
る
だ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
く
い
違
い
を
ど
う
解
決
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
分
業
に
注
目
す
る
と
き
、
い
か
な
る
労
働
が
分
割
さ
れ
、
労
働
の
い
か
な
る
観
点
が
考
察
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
解
決
の
糸
口
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
労
働
の
二
重
性
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
照
応
す
る
分
業
の
二
つ
の
観
点
、
具
体
的
労
働
の
分
割
お
よ
び
抽
象
的
労
働
の
分
割
が
区
別
さ
れ
る
。
前
者
は
商
品
交
換
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
将
来
も
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
生
産
手
段
の
所
有
の
具
体
的
形
態
か
ら
独
立
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
後
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
商
品
生
産
の
前
提
で
あ
る
。
し
か
し
、
分
業
は
あ
ら
ゆ
る
商
品
生
産
社
会
に
お
い
て
商
品
交
換
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
は
し
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
商
品
交
換
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
分
業
と
同
一
で
は
な
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著
者
は
以
上
の
展
開
に
示
さ
れ
た
論
理
を
土
台
と
し
て
社
会
的
分
業
の
止
揚
の
問
題
に
接
近
す
る
の
で
あ
る
。
著
者
の
見
解
は
つ
ぎ
の
言
葉
に
も
っ
と
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
「
社
会
的
分
業
の
止
揚
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
は
、
、
、
工
場
内
部
に
の
み
出
現
し
た
計
画
的
労
働
の
可
能
性
が
社
会
へ
と
波
及
す
る
（
抽
象
的
観
点
の
）
止
揚
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
（
具
体
的
観
点
の
）
否
止
揚
、
す
な
わ
ち
、
ま
さ
に
弁
証
法
的
意
味
に
お
け
る
『
止
揚
』
で
あ
る
」
(
S
S
・
ニ
六
ー
ニ
七
）
。
第
三
節
は
、
批
界
市
場
を
何
と
理
解
す
る
か
、
そ
れ
は
国
際
分
業
と
い
か
な
る
関
係
に
立
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
市
場
一
般
は
ー
そ
し
て
同
時
に
世
界
市
場
も
ー
商
品
生
産
の
範
略
で
あ
る
が
、
「
世
界
市
場
」
と
い
う
概
念
の
使
用
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
古
典
作
者
に
お
い
て
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
指
摘
し
、
世
界
市
場
は
潜
在
的
な
国
際
分
業
の
意
味
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ま
た
実
際
に
存
在
す
る
需
要
や
形
成
さ
れ
た
国
際
分
業
の
意
味
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
わ
が
国
で
論
議
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
意
味
で
は
、
「
世
界
」
は
問
題
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
む
し
ろ
国
際
分
業
と
の
緊
密
な
関
係
か
ら
、
資
本
主
義
世
界
市
場
と
社
会
主
義
世
界
市
場
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
社
会
的
分
業
の
止
揚
は
、
際
分
業
」
が
存
在
す
る
。
換
と
国
際
分
業
が
可
能
性
と
し
て
存
在
し
、
い
わ
ゆ
る
「
潜
在
的
国
1
、
異
な
っ
た
諸
国
に
お
い
て
異
な
っ
た
諸
生
産
物
が
生
産
さ
れ
る
。
交
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
(
S
・
ニ
九
）
。
一
方
で
は
一
般
性
を
、
他
方
で
は
特
殊
性
を
内
包
す
る
。
フ
リ
ッ
ツ
・
エ
ン
デ
ル
ラ
イ
ソ
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
力
を
表
現
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
抽
象
的
労
働
の
分
割
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
生
産
関
係
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
社
会
的
分
業
の
概
念
は
、
が
引
き
だ
さ
れ
、
世
界
市
場
が
た
だ
流
通
関
係
、
外
国
貿
易
そ
し
て
生
産
の
局
面
を
包
括
す
る
国
際
分
業
の
一
部
を
把
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
節
の
中
心
論
点
は
、
国
際
分
業
と
外
国
貿
易
と
の
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
著
者
が
外
国
貿
易
の
発
展
諸
段
階
を
つ
2
、
外
国
貿
易
は
存
在
す
る
諸
可
能
性
を
代
表
し
、
異
な
っ
た
諸
国
を
結
び
つ
け
、
そ
し
て
そ
れ
と
同
時
に
、
3
、
国
際
分
業
を
つ
く
り
だ
す
。
規
則
的
交
換
に
よ
っ
て
、
こ
の
国
際
分
業
は
安
定
し
、
そ
の
た
め
国
際
分
業
は
そ
れ
は
そ
れ
で
影
密
を
、
4
、
よ
り
拡
大
し
た
外
国
貿
易
に
与
え
る
。
こ
れ
に
つ
ず
く
叙
述
は
非
常
に
注
目
す
べ
き
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
「国
際
分
業
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
は
、
当
該
諸
国
の
間
で
の
貿
易
が
規
則
的
に
繰
返
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
遇
然
的
な
交
換
関
係
は
、
な
お
国
際
分
業
を
基
礎
つ
け
る
こ
と
は
な
い
。
し
ば
し
ば
こ
う
し
た
発
展
が
見
す
ご
さ
れ
、
最
初
の
段
階
は
、
第
三
の
段
階
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
の
場
合
に
は
、
可
能
性
と
現
実
性
と
が
相
互
に
等
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
こ
で
、
国
八
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国
際
分
業
と
外
国
貿
易
の
関
係
を
著
者
は
以
上
の
よ
う
に
押
え
た
後
、
そ
れ
ら
の
構
造
の
問
題
に
言
及
し
、
最
後
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
章
を
終
っ
て
い
る
。
「
と
り
わ
け
構
造
に
関
速
す
る
国
際
分
業
は
、
た
え
ざ
る
変
化
の
な
か
で
把
握
さ
れ
る
が
、
一
方
、
国
際
分
業
の
本
質
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
ま
た
構
造
に
表
現
さ
れ
る
）
は
、
た
だ
生
産
様
式
全
体
ら
出
発
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
際
分
業
は
外
国
貿
易
の
前
提
お
よ
び
結
果
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
存
在
す
る
国
際
分
業
と
規
則
的
交
換
と
の
間
に
相
互
作
用
の
関
係
が
存
在
し
、
そ
の
場
合
に
国
際
分
業
は
保
守
的
側
面
で
あ
り
、
外
国
貿
易
は
進
歩
的
、
規
定
的
側
面
で
あ
る
と
い
う
の
は
正
し
い
」
(
S
・
ニ
九
）
。
著
者
は
、
こ
う
し
た
発
展
の
好
個
の
例
を
、
一
五
世
紀
の
大
発
見
以
来
の
資
本
主
義
外
国
貿
易
の
発
展
過
程
に
み
い
だ
し
て
い
る
が
、
社
会
主
義
外
国
貿
易
に
対
し
て
も
同
じ
見
地
が
貫
か
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
そ
の
場
合
、
よ
り
高
い
段
階
で
の
社
会
主
義
国
際
分
業
は
、
外
国
貿
易
の
媒
介
が
な
く
て
も
発
展
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
、
外
国
貿
易
の
積
極
的
役
割
と
大
き
な
意
義
は
決
し
て
排
除
さ
れ
な
い
。
そ
れ
が
協
業
化
の
成
果
を
実
現
す
る
か
ぎ
り
、
相
変
ら
ず
二
つ
の
国
民
経
済
の
「
媒
介
者
」
で
あ
り
、
外
国
貿
易
を
見
捨
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
重
要
な
こ
と
は
、
外
国
貿
易
を
正
し
く
判
断
せ
ん
と
す
る
な
ら
、
国
際
分
業
か
ら
出
発
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
つ
ね
に
貿
易
を
変
革
す
る
と
こ
ろ
の
生
産
か
九
一
般
、
個
別
、
特
殊
の
諸
概
念
お
よ
び
そ
の
関
係
が
検
討
さ
第
三
章
は
、
本
書
の
中
心
課
題
を
な
す
。
第
一
節
に
お
い
て
著
者
は
、
す
で
に
述
べ
ら
れ
た
国
際
分
業
一
般
の
側
面
、
特
徴
が
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
と
す
れ
ば
、
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
も
ま
た
こ
う
し
た
特
徴
を
包
含
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
分
業
を
性
格
づ
け
る
の
に
十
分
で
あ
る
か
と
問
題
を
提
出
し
、
ま
ず
出
発
点
と
し
て
課
題
の
方
法
的
、
哲
学
的
接
近
を
試
み
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
、
、
、
国
と
の
間
の
分
業
は
、
特
殊
な
種
類
の
国
際
分
業
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
一
般
が
こ
こ
で
は
特
殊
に
お
い
て
い
か
に
出
現
す
る
か
、
一
般
が
こ
こ
で
は
い
か
な
る
具
体
的
な
特
殊
な
形
態
を
と
る
か
を
見
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
」
（
S
・
三
四
）
。
こ
う
し
て
、
れ
る
。
著
者
は
、
同
じ
対
象
が
異
っ
た
見
地
で
と
る
こ
れ
ら
の
諸
概
念
の
移
行
関
係
を
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
で
示
し
て
い
る
。
、
、
、
、
、
、
一
般
1
1
国
際
分
業
特
殊
1
1
社
会
主
義
国
際
分
業
個
別
1
1
電
動
機
に
か
ん
す
る
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
と
ル
ー
マ
ニ
ア
人
民
共
フ
リ
ッ
ツ
・
ニ
ン
デ
ル
ラ
イ
ン
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
五
と
と
も
に
変
化
す
る
だ
け
で
あ
る
」
(s.-――-)。
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一
般
1
1
生
産
諸
関
係
個
別
1
1
社
会
主
義
国
際
分
業
一
般
1
1
社
会
的
分
業
、
、
、
、
、
、
特
殊
1
1
国
際
分
業
フ
リ
ッ
ツ
・
ニ
ン
デ
ル
ラ
イ
ン
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
和
国
と
の
間
の
国
際
分
業
特
殊
1
1
社
会
的
分
業
、
、
、
、
、
、
個
別
1
1
国
際
分
業
と
こ
ろ
で
、
一
般
的
合
法
則
性
は
い
つ
も
特
定
の
具
体
的
・
歴
史
的
条
件
の
も
と
に
お
い
て
の
み
作
用
し
う
る
。
こ
の
条
件
こ
そ
が
一
般
を
し
て
特
殊
た
ら
し
め
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
々
の
歴
史
的
条
件
自
体
が
特
殊
で
あ
る
の
で
な
く
、
特
殊
は
一
般
的
合
法
則
的
必
然
性
が
具
体
的
条
件
の
作
用
の
も
と
で
取
る
と
こ
ろ
の
形
態
で
あ
り
、
性
格
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
研
究
の
課
題
は
具
体
的
条
件
ー
そ
れ
に
よ
っ
て
一
般
的
国
際
分
業
は
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
の
間
の
貿
易
関
係
に
お
い
て
形
態
規
定
を
う
け
、
ま
た
そ
れ
は
一
般
的
国
際
分
業
を
し
て
特
殊
な
種
類
の
国
際
分
業
た
ら
し
め
る
ー
を
、
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
に
示
さ
れ
た
方
法
論
的
見
地
に
し
た
が
っ
て
、
分
析
を
始
め
る
前
提
と
し
て
著
者
は
第
二
節
に
す
す
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
資
本
主
義
諸
国
と
社
会
主
義
諸
国
と
の
間
に
存
在
し
た
古
い
国
際
分
業
ー
こ
れ
は
な
お
資
本
主
義
的
で
あ
っ
た
ー
が
も
は
や
存
在
せ
ず
、
社
会
主
義
諸
国
は
古
い
国
際
分
業
の
構
造
の
み
な
ら
ず
、
本
質
を
も
克
服
し
た
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
古
い
国
際
分
業
の
否
定
が
二
つ
の
側
面
か
ら
生
じ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
帝
国
主
義
者
が
古
い
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
関
係
を
引
き
ち
ぎ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
社
会
主
義
諸
国
が
資
本
主
義
か
ら
独
立
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
具
体
的
な
東
西
貿
易
に
か
ん
す
る
統
計
を
示
し
、
戦
後
の
東
西
貿
易
関
係
が
新
し
い
国
際
分
業
を
発
展
さ
せ
た
と
結
論
し
て
い
る
。
第
三
節
に
お
い
て
、
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
問
の
新
し
い
国
際
分
業
を
し
て
特
殊
な
種
類
の
国
際
分
業
た
ら
し
め
る
具
体
的
・
歴
史
的
条
件
が
取
扱
わ
れ
る
。
こ
の
条
件
の
特
徴
づ
け
は
、
二
つ
の
点
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
、
社
会
主
義
側
も
資
本
主
義
側
も
こ
の
条
件
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
、
社
会
主
義
に
お
け
る
計
画
的
比
例
的
発
展
の
法
則
と
、
資
本
主
義
に
お
け
る
無
政
府
性
と
競
争
の
法
則
と
が
対
立
し
、
両
者
が
諸
関
係
に
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
一
方
で
は
東
西
貿
易
は
計
画
さ
れ
う
る
し
、
ま
た
長
期
的
な
取
極
め
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
そ
れ
は
景
気
変
動
や
恐
慌
の
影
響
を
こ
う
む
る
の
で
あ
る
。
恐
慌
に
お
い
て
も
っ
と
も
明
白
に
認
識
さ
れ
る
資
本
主
義
経
済
法
則
の
東
西
貿
易
ヘ
の
作
用
に
か
ん
し
て
、
著
者
は
社
会
主
義
諸
国
が
そ
の
作
用
を
い
か
に
防
衛
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
こ
に
お
い
て
も
い
か
に
東
四
〇
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西
貿
易
を
拡
大
せ
し
め
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
問
題
を
取
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
恐
慌
に
お
い
て
激
化
す
る
競
争
戦
に
つ
い
て
コ
ー
ル
マ
イ
の
見
解
を
検
討
し
な
が
ら
、
東
西
貿
易
に
関
連
し
て
、
1
、
社
会
主
義
企
業
家
と
資
本
主
義
企
業
家
と
の
間
で
は
競
争
は
問
題
外
で
あ
る
、
2
、
社
会
主
義
諸
国
間
の
外
国
貿
易
の
計
画
的
発
展
は
資
本
主
義
企
業
家
の
競
争
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
な
ぃ、
3
、
資
本
主
義
世
界
市
場
に
お
け
る
異
な
っ
た
社
会
主
義
諸
国
の
外
国
貿
易
企
業
家
た
ち
の
間
で
の
競
争
は
存
在
せ
ず
、
そ
れ
は
個
々
の
外
国
貿
易
協
力
者
の
不
十
分
な
意
識
に
還
元
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。第
二
に
、
両
法
則
が
諸
関
係
に
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
む
し
ろ
両
者
が
相
互
に
激
し
い
闘
争
の
中
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
二
つ
の
合
法
則
性
の
要
素
の
存
在
は
正
に
過
渡
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
な
に
か
「
中
立
的
」
国
際
分
業
が
生
ず
る
の
で
は
な
く
て
、
問
題
は
た
だ
い
か
な
る
側
面
が
強
い
か
、
い
か
な
る
傾
向
が
貫
徹
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
、
国
際
分
業
が
一
生
産
関
係
で
あ
り
、
そ
の
性
格
は
基
礎
に
横
た
わ
る
支
配
的
所
有
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
社
会
的
発
展
の
よ
り
高
度
な
質
を
表
現
す
る
社
会
主
義
的
側
面
が
決
定
的
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
に
新
し
く
生
じ
た
国
際
分
業
を
、
社
会
主
義
国
際
分
業
の
法
則
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
国
際
分
業
と
し
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
四
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
さ
い
新
し
い
国
際
分
業
の
性
格
は
若
い
民
族
国
家
（
後
進
国
）
と
の
関
係
お
よ
び
帝
国
主
義
諸
国
と
の
関
係
と
い
う
1
一
方
面
か
ら
、
意
義
づ
け
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
前
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
こ
の
新
し
い
国
際
分
業
の
性
格
が
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
前
者
に
資
本
主
一
定
限
度
内
で
そ
の
国
民
経
済
の
部
分
的
な
計
画
的
発
展
を
可
能
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
後
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
こ
の
新
し
い
国
際
分
業
は
社
会
主
義
的
合
法
則
性
の
も
と
に
ま
す
ま
す
引
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
社
会
主
義
的
発
展
の
高
度
な
段
階
を
体
化
し
て
い
る
が
故
に
自
動
的
に
国
際
関
係
に
お
け
る
支
配
的
地
位
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
社
会
主
義
諸
国
に
よ
っ
て
意
識
的
に
積
極
的
に
貫
徹
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
国
は
民
主
主
義
的
諸
原
則
（
平
等
互
恵
な
ど
）
の
貫
徹
に
よ
っ
て
、
生
産
関
係
と
し
て
の
新
し
い
国
際
分
業
の
性
格
を
規
定
し
、
資
本
主
義
諸
国
に
お
け
る
勤
労
者
な
ら
び
に
あ
ら
ゆ
る
平
和
愛
好
者
の
利
益
と
の
一
致
を
支
柱
と
し
つ
つ
、
そ
れ
を
資
具
体
的
・
歴
史
的
条
件
の
特
徴
づ
け
は
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
著
者
は
い
つ
、
誰
と
、
い
か
な
る
範
囲
で
取
引
す
る
か
と
い
っ
た
生
産
力
視
点
に
つ
い
て
も
ふ
れ
、
社
会
主
義
国
家
の
積
極
的
役
割
を
強
調
し
、
国
際
分
業
を
硬
直
し
た
も
の
、
不
変
的
な
も
の
と
し
て
で
な
く
、
流
動
的
な
も
の
と
し
て
眺
め
、
長
期
貿
易
計
画
に
よ
っ
て
制
御
す
る
の
だ
と
説
い
て
い
フ
リ
ッ
ツ
・
ニ
ン
デ
ル
ラ
イ
ン
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
本
主
義
的
生
産
関
係
の
鎖
か
ら
、
搾
取
、
抑
圧
か
ら
解
放
す
る
。
義
世
界
市
場
か
ら
の
部
分
的
独
立
を
保
障
し
、
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こ
う
し
た
著
者
の
見
解
か
ら
引
出
さ
れ
る
結
論
は
、
ら
、
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
外
国
貿
易
は
そ
の
間
に
存
在
す
る
国
際
分
業
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
う
コ
ー
ル
マ
イ
の
テ
ー
ゼ
の
否
定
に
導
び
い
て
い
る
。
「
'
…
•
•
コ
ー
ル
マ
イ
の
テ
ー
ゼ
は
有
害
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
受
動
的
に
す
る
よ
う
に
迷
わ
し
、
何
も
せ
ず
に
手
を
こ
ま
ぬ
い
て
お
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
に
迷
わ
す
か
ら
で
あ
る
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
反
対
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
以
っ
て
外
国
貿
易
を
促
進
し
、
そ
れ
を
拡
大
す
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
わ
れ
わ
れ
は
、
新
し
い
国
際
分
業
を
創
造
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
と
き
こ
そ
そ
れ
は
わ
が
外
国
貿
易
を
安
定
化
す
る
の
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
」
(
S
・
四
七
）
。
同
様
な
こ
と
は
、
こ
の
国
際
分
業
を
平
和
共
存
の
経
済
的
基
礎
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
に
も
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。
第
四
節
は
多
少
と
も
日
本
で
の
論
争
と
関
連
し
た
問
題
が
取
扱
わ
れ
る
。
ま
ず
誰
し
も
い
だ
く
つ
ぎ
の
よ
う
な
疑
問
が
提
出
さ
れ
る
。
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
に
は
国
際
分
業
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
間
に
は
世
界
市
場
も
ま
た
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
？
・
社
会
主
義
世
界
市
場
お
よ
び
資
本
主
義
世
界
市
場
と
並
ん
で
、
な
お
第
三
の
世
界
市
場
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
？
•
あ
る
い
は
社
会
主
義
世
界
市
場
と
資
本
主
義
世
界
市
場
と
は
共
通
に
あ
る
―
つ
の
世
界
市
場
を
形
成
す
る
だ
ろ
う
か
？
著
者
は
な
お
未
解
決
の
諸
問
る。
当
然
の
こ
と
な
が
フ
リ
ッ
ツ
・
エ
ソ
デ
ル
ラ
イ
ン
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
前
節
と
同
様
の
論
旨
を
た
ど
題
が
存
在
す
る
と
し
て
、
こ
の
疑
問
に
対
す
る
真
正
面
か
ら
の
解
答
を
慎
重
に
さ
け
て
お
り
、
「
二
つ
の
体
制
間
に
市
場
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
確
実
で
あ
る
か
ら
、
と
る
に
た
ら
ぬ
こ
と
だ
」
(
S
・
四
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
世
界
市
場
関
係
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
、
社
会
主
義
市
場
関
係
と
も
資
本
主
義
市
場
関
係
と
も
一
致
し
な
い
あ
る
特
殊
な
種
類
の
市
場
関
係
と
し
て
把
握
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
関
係
の
特
徴
づ
け
は
よ
り
詳
細
な
叙
述
に
保
留
さ
れ
て
お
り
、
相
互
関
係
の
性
格
と
い
う
点
か
ら
の
み
著
者
は
、
「
与
え
ら
れ
た
市
場
関
係
の
ク
イ
プ
は
す
べ
て
の
取
引
相
手
の
状
態
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
」
と
い
う
コ
ー
ル
マ
イ
の
見
解
を
批
判
し
つ
つ
、
り
、
国
際
関
係
を
決
定
的
に
規
定
す
る
ソ
同
盟
を
先
頭
に
も
つ
社
会
主
義
陣
営
の
存
在
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
を
、
社
会
主
義
的
取
引
相
手
の
状
態
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
そ
の
さ
い
資
本
主
義
的
取
引
相
手
の
状
態
が
な
お
こ
の
関
係
に
対
す
る
影
響
を
今
日
に
お
け
る
こ
の
市
場
関
係
も
っ
て
い
る
民
主
主
義
的
世
界
市
場
条
件
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い
る
。
以
上
の
研
究
の
結
論
が
第
五
節
で
与
え
ら
れ
る
。
ま
ず
東
西
貿
易
の
性
格
に
か
ん
し
て
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
東
西
貿
易
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
合
法
則
性
お
よ
び
社
会
主
義
的
通
商
原
則
の
支
配
が
社
会
主
義
側
に
と
っ
て
利
益
あ
る
の
は
自
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
資
本
主
義
側
に
も
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
。
た
と
え
四
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最
後
に
東
西
貿
易
の
た
め
の
経
済
的
原
因
も
し
く
は
強
制
に
か
ん
し
て
。
第
一
に
、
資
本
主
義
に
と
っ
て
一
般
的
に
通
用
す
る
外
国
貿
易
の
た
め
の
原
因
は
、
社
会
主
義
諸
国
に
対
す
る
そ
の
関
係
に
お
い
て
も
ま
た
妥
当
す
る
と
い
う
こ
と
。
た
と
え
ば
生
産
の
増
大
と
支
払
能
力
あ
る
需
要
の
減
少
と
の
間
の
矛
眉
、
激
化
す
る
競
争
戦
、
阪
売
市
場
と
勢
力
園
の
た
え
ざ
る
縮
少
。
第
の
実
在
に
よ
っ
て
欠
け
て
い
る
こ
と
。
ば
、
恐
慌
の
作
用
の
緩
和
、
特
定
批
に
お
け
る
、
特
定
商
品
に
か
ん
す
る
、
特
定
期
間
に
わ
た
る
貿
易
の
計
画
可
能
性
。
第
二
に
、
東
西
貿
易
に
対
す
る
資
本
主
義
的
要
素
の
影
孵
は
、
社
会
主
義
側
に
も
資
本
主
義
側
に
も
同
様
に
損
害
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
。
た
と
え
ば
、
経
済
的
影
靱
と
し
て
は
販
売
困
難
、
娯
気
変
動
、
通
貨
・
信
用
状
態
の
不
安
定
性
、
政
治
的
影
開
と
し
て
は
差
別
的
措
置
な
ど
。
つ
ぎ
に
社
会
主
義
諸
国
の
資
本
主
義
諸
国
に
対
す
る
経
済
的
依
存
性
と
独
立
性
の
統
一
的
把
握
に
関
連
し
た
東
西
間
の
国
際
的
か
ら
み
あ
い
に
か
ん
し
て
。
第
一
に
、
コ
ー
ル
マ
イ
の
「
わ
れ
わ
れ
は
『
世
界
市
場
』
を
ま
さ
に
国
、、
家
問
の
市
場
関
係
と
理
解
す
る
の
み
な
ら
ず
、
国
際
的
か
ら
み
あ
い
に
お
け
る
国
民
的
諸
市
場
の
総
体
と
理
解
す
る
」
と
い
う
命
題
は
、
賓
本
主
義
諸
国
間
の
市
場
関
係
に
の
み
あ
て
は
ま
る
こ
と
。
第
二
に
、
社
会
主
義
諸
国
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
資
本
主
義
諸
国
と
の
国
際
的
か
ら
み
あ
い
は
、
外
国
資
本
の
侵
入
に
対
す
る
克
服
し
が
た
き
境
界
を
意
味
し
て
い
る
外
国
貿
易
独
占
四
ニ
に
、
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
の
最
初
の
い
く
年
か
に
お
い
て
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
に
し
て
も
、
ま
た
社
会
主
義
諸
国
は
あ
ら
ゆ
る
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
的
工
作
の
反
対
者
で
あ
る
が
、
社
会
主
義
諸
国
に
と
っ
て
資
本
主
義
諸
国
と
の
貿
易
に
対
す
る
経
済
的
強
制
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
。
三
つ
の
章
を
通
じ
て
著
者
の
見
解
が
展
開
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
第
四
章
で
は
従
来
こ
の
分
野
に
お
け
る
問
題
を
多
少
と
も
広
く
取
扱
っ
た
唯
一
の
貢
献
と
い
っ
て
も
よ
い
コ
ー
ル
マ
イ
の
前
掲
著
害
ー
エ
ン
デ
ル
ラ
イ
ソ
は
そ
う
評
価
し
て
い
る
ー
に
み
い
だ
さ
れ
る
見
解
が
も
っ
ば
ら
取
り
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
と
の
対
決
に
力
が
注
が
れ
る
。
第
一
節
で
著
者
は
、
コ
ー
ル
マ
イ
が
矛
盾
、
対
立
物
の
統
一
の
み
を
み
て
、
そ
の
闘
争
に
注
慈
を
払
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
第
二
節
で
そ
れ
が
国
際
分
業
の
、
そ
し
て
東
西
問
の
国
際
分
業
の
把
握
に
い
か
な
る
欠
陥
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い
コ
ー
ル
マ
イ
に
よ
っ
て
は
国
際
分
業
が
生
産
力
と
し
て
の
み
観
察
さ
れ
、
一
度
と
し
て
生
産
力
と
生
産
関
係
の
統
一
の
見
地
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
問
題
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
「
個
々
の
国
民
経
済
の
特
定
生
産
へ
の
専
門
化
」
（
コ
ー
ル
マ
イ
）
と
い
う
特
徴
づ
け
に
つ
け
加
え
て
著
者
は
「
国
際
分
業
は
一
、
生
産
関
係
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
そ
の
(
d
i
e
)
国
際
分
業
と
し
フ
リ
ッ
ツ
・
ニ
ン
デ
ル
ラ
イ
ソ
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
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フ
リ
ッ
ツ
・
ニ
ン
デ
ル
ラ
イ
ソ
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
て
で
は
な
く
、
今
日
の
世
界
で
は
資
本
主
義
国
際
分
業
と
し
て
、
社
会
主
義
国
際
分
業
と
し
て
、
そ
し
て
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
民
主
主
義
国
際
分
業
と
し
て
の
み
実
存
す
る
」
（
s
．
六
1
1
)
と
述
べ
、
中
立
的
国
際
分
業
を
構
想
す
る
危
険
を
い
ま
し
め
て
い
る
。
『
内
容
的
に
乏
し
第
三
節
で
同
様
な
こ
と
が
世
界
市
湯
関
係
に
つ
い
て
把
え
ら
れ
る
。
論
点
は
世
界
市
場
概
念
、
価
値
法
則
、
価
格
形
成
の
問
題
に
わ
た
っ
て
い
る
。
コ
ー
ル
マ
イ
は
E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
s
p
r
o
b
l
e
m
e
に
お
い
て
、
世
界
市
場
と
世
界
市
場
体
制
と
を
区
別
し
、
「
世
界
市
場
は
商
品
経
済
の
範
疇
の
立
場
か
ら
は
二
つ
の
世
界
市
場
体
制
の
統
一
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
間
に
生
ず
る
交
換
の
統
一
で
あ
る
」
(
K
o
h
l
m
e
y
`
a
.
a. 
0., 
S
.
 3
0
)
と
述
べ
た
が
、
著
者
は
「
市
場
は
異
な
っ
た
社
会
経
済
的
基
礎
を
も
つ
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
は
特
定
の
社
会
経
済
的
基
礎
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
市
場
は
一
般
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
て
、
個
別
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
＜
概
念
的
に
広
い
』
『
商
品
生
産
の
範
疇
の
立
場
』
は
、
『
中
立
的
』
立
場
を
、
共
通
分
母
へ
対
立
物
を
も
っ
て
い
く
努
力
を
、
階
級
の
上
に
、
し
た
が
っ
て
階
級
の
間
に
立
つ
努
力
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
s
．
六
四
）
と
反
駁
す
る
。
ま
た
「
す
べ
て
を
包
括
す
る
単
一
世
界
市
場
の
崩
壊
」
に
か
ん
す
る
ス
ク
ー
リ
ン
の
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て
コ
ー
ル
マ
イ
は
正
当
な
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
コ
ー
ル
マ
イ
が
二
0
年
代
に
「
ソ
連
は
資
本
主
義
世
界
市
場
で
売
買
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
(a.
a. 
0., 
S
.
 2
6
)
と
い
う
と
き
、
そ
こ
に
矛
盾
を
み
い
だ
し
て
い
る
。
価
値
法
則
に
か
ん
し
て
は
、
コ
ー
ル
マ
イ
が
価
値
法
則
を
「
一
般
的
な
も
の
」
と
し
て
考
え
る
の
に
対
し
て
、
著
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
制
度
に
お
い
て
他
の
法
則
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
そ
れ
が
作
用
す
る
と
い
う
見
方
か
ら
、
コ
ー
ル
マ
イ
は
社
会
主
義
の
特
殊
経
済
的
法
則
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
は
そ
れ
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
外
国
貿
易
の
規
制
者
と
い
う
役
割
を
そ
れ
に
あ
て
が
っ
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
コ
ー
ル
マ
イ
が
い
わ
ゆ
る
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
言
及
し
た
の
に
関
連
し
て
、
そ
れ
は
国
際
的
適
用
に
さ
い
し
て
の
み
な
ら
ず
、
国
内
的
適
用
に
さ
い
し
て
も
現
わ
れ
る
と
、
こ
の
問
題
に
お
け
る
特
殊
性
を
否
定
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
金
価
値
、
価
値
形
態
な
ど
に
つ
い
て
ふ
れ
た
後
、
東
西
貿
易
の
観
察
に
さ
い
し
て
商
品
生
産
の
一
般
的
法
則
か
ら
出
発
し
て
は
な
ら
な
い
と
結
論
す
る
。
コ
ー
ル
マ
イ
は
ま
た
、
そ
の
一
般
的
な
商
品
性
格
に
お
い
て
統
一
さ
れ
て
い
る
世
界
市
場
を
根
拠
づ
け
る
た
め
、
し
ば
し
ば
資
本
主
義
世
界
市
場
価
格
が
出
発
基
盤
と
な
る
統
一
世
界
市
場
価
格
の
形
成
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
れ
に
著
者
は
、
東
西
貿
易
な
し
に
は
衰
本
主
義
的
世
界
市
場
価
格
か
ら
出
発
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、
資
本
主
義
的
世
界
市
場
価
格
が
無
批
判
的
に
借
用
さ
れ
な
い
で
、
独
占
的
、
周
期
的
、
そ
の
他
の
（
例
え
ば
投
機
的
）
影
孵
が
と
り
の
ぞ
か
れ
る
と
い
う
こ
と
、
社
会
主
義
諸
国
は
将
来
ま
す
ま
四
四
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以
上
、
ニ
ソ
デ
ル
ラ
イ
ソ
の
著
作
に
も
ら
れ
た
主
な
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
。
一
貫
し
て
著
者
が
社
会
主
義
的
側
面
か
ら
ー
そ
れ
が
社
会
発
展
の
よ
り
高
い
段
階
を
表
現
す
る
と
い
う
意
味
で
1
対
象
を
観
察
し
て
い
る
点
は
特
徴
的
で
あ
る
。
本
著
作
の
目
的
が
東
西
間
の
国
際
分
業
の
解
明
に
お
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
も
っ
ば
ら
問
題
は
第
二
章
以
降
に
あ
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
右
の
意
味
で
第
一
章
の
存
在
は
欠
き
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
著
者
も
序
文
で
い
う
よ
う
に
、
社
会
主
義
国
際
分
業
お
よ
び
資
本
主
義
国
際
分
業
の
研
究
は
、
す
で
に
あ
る
程
度
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
成
果
の
要
約
的
な
内
容
に
止
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
フ
リ
ッ
ツ
・
エ
ン
デ
ル
ラ
イ
ソ
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
問
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
七
す
価
格
形
成
の
分
野
で
独
自
の
基
盤
に
移
行
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
社
会
主
義
陣
営
に
お
け
る
商
品
生
産
の
費
用
に
方
向
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
対
置
し
て
い
る
。
総
じ
て
著
者
の
コ
ー
ル
マ
イ
に
対
す
る
態
度
は
つ
ぎ
の
言
葉
に
よ
っ
て
示
さ
れ
よ
う
。
「
コ
ー
ル
マ
イ
は
な
る
ほ
ど
世
界
市
場
な
る
も
の
の
統
一
を
『
種
々
な
る
視
点
か
ら
示
し
て
』
き
た
が
、
そ
れ
を
証
明
し
は
し
な
か
っ
た
。
『
二
つ
の
対
立
物
を
性
格
づ
け
る
も
の
』
に
つ
い
て
ほ
、
統
一
は
相
対
的
で
あ
り
、
闘
争
が
そ
れ
に
対
し
て
絶
対
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
闘
争
が
あ
る
特
定
の
結
果
に
導
く
の
で
あ
る
」
（
s
．
七
二
）
。
四
五
以
上
に
そ
の
点
を
追
求
す
る
こ
と
は
本
宮
の
枠
を
越
え
る
こ
と
で
も
あ
り
、
ま
た
裔
心
義
も
少
な
い
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
出
発
点
に
お
い
て
二
つ
の
世
界
市
場
の
存
在
を
指
摘
す
る
の
は
、
実
際
の
叙
述
と
は
無
関
係
に
そ
の
問
題
意
識
に
お
い
て
、
産
湯
と
と
も
に
赤
子
を
も
流
す
と
の
そ
し
り
を
反
対
論
者
か
ら
こ
う
む
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
こ
の
点
は
本
書
の
弱
点
を
な
す
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
わ
れ
わ
れ
は
第
二
章
以
降
の
問
題
点
を
い
く
つ
か
つ
ぎ
に
拾
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
山
著
者
は
分
業
そ
し
て
国
際
分
業
一
般
を
考
察
し
て
い
る
。
従
来
わ
が
国
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
外
国
貿
易
理
論
研
究
に
お
い
て
そ
の
最
初
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
さ
れ
た
の
は
、
お
お
か
た
の
場
合
比
較
生
産
費
説
で
あ
り
、
国
際
価
値
論
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
自
体
は
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
他
国
に
み
ら
れ
な
い
多
く
の
成
果
を
生
み
だ
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
二
三
年
米
こ
う
し
た
行
き
方
に
対
し
て
疑
問
が
投
げ
か
.
3
 
け
ら
れ
若
千
の
反
省
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
可
マ
ル
ク
ス
は
『
経
済
学
批
判
序
説
』
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
経
済
学
体
系
プ
ラ
ソ
を
示
し
、
外
国
貿
易
に
関
連
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
四
、
生
産
の
国
際
的
関
係
。
国
際
分
業
。
国
際
交
換
。
輸
出
お
よ
び
輸
入
。
為
替
相
場
」
(
Z
u
r
 K
r
i
t
i
k
 d
e
r
 P
o
l
i
t
i
s
c
h
e
n
 
O
k
o
n
o
m
i
e
,
 D
i
e
t
z
 V
e
r
l
a
g
,
 1
9
5
1
,
 
S
.
2
6
6
)
。
わ
れ
わ
れ
は
、
国
際
分
業
の
理
論
的
研
究
に
も
っ
と
目
を
む
け
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
面
か
ら
著
者
の
こ
こ
で
の
研
究
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国
際
分
業
を
生
産
力
と
生
産
関
係
の
二
側
面
お
よ
び
そ
の
統
一
と
い
う
見
地
か
ら
把
握
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
G
r
a
b
i
g
,
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
e
 
A
r
b
e
i
t
s
t
e
i
l
u
n
g
 
u
n
d
 
A
u
B
e
n
h
a
n
d
e
l
 i
m
 sozialistischen 
W
e
l
t
s
y
s
t
e
m
に
お
い
て
生
産
関
係
側
面
重
視
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
著
者
だ
け
の
見
解
で
な
く
―
つ
の
傾
向
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ
に
附
加
し
て
社
会
的
分
業
の
二
つ
の
観
点
を
問
題
に
し
た
が
、
こ
れ
も
新
し
い
事
実
の
分
析
の
た
め
に
認
め
ら
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
と
く
に
問
題
に
し
た
い
の
は
、
国
際
分
業
が
一
国
内
部
の
社
会
的
分
業
と
い
か
な
る
点
で
区
別
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
著
者
の
コ
ー
ル
マ
イ
お
よ
び
ベ
リ
に
対
す
る
批
判
は
お
そ
ら
く
正
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ー
ル
マ
イ
が
マ
ル
ク
ス
の
捨
象
し
た
国
際
分
業
を
取
り
あ
げ
た
問
題
意
識
は
な
お
生
か
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
国
際
分
業
が
社
会
的
分
業
の
一
形
態
で
あ
る
の
は
疑
い
え
な
い
に
し
て
も
、
外
国
貿
易
論
に
お
い
て
国
家
が
問
題
に
な
る
の
と
同
じ
意
味
に
お
い
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
関
連
し
て
「
資
本
主
義
国
際
分
業
は
そ
の
本
質
に
お
い
て
否
定
に
お
い
て
一
資
本
主
義
国
内
部
の
社
会
的
分
業
か
ら
区
別
さ
れ
る
」
(
S
・
一
九
）
と
い
う
言
葉
が
見
い
だ
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
展
開
た
方
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
フ
リ
ッ
ツ
・
ニ
ン
デ
ル
ラ
イ
ン
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
問
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
示
唆
的
で
あ
る
。
ま
た
最
近
高
ま
り
つ
つ
あ
る
社
会
主
義
諸
国
の
外
国
貿
易
研
究
も
、
殆
ん
ど
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
こ
う
し
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
国
際
分
業
が
地
域
的
分
業
の
拡
張
と
考
え
ら
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
外
国
貿
易
論
に
独
自
な
論
理
展
関
は
な
お
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
古
典
学
派
の
歴
史
に
お
い
て
知
っ
て
い
る
。
②
著
者
は
国
際
分
業
と
世
界
市
場
と
の
関
係
、
さ
ら
に
国
際
分
業
と
外
国
貿
易
と
の
閲
係
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
社
会
的
分
業
と
市
場
と
の
関
係
が
前
者
の
関
係
に
類
推
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
「
世
界
市
場
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
も
山
に
お
い
て
問
題
に
し
た
こ
と
が
同
様
に
当
て
は
ま
り
う
る
。
と
は
い
え
世
界
市
場
を
国
際
分
業
と
の
関
係
で
把
握
す
る
と
い
う
方
向
は
、
正
し
い
も
の
と
認
め
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
後
者
、
す
な
わ
ち
国
際
分
業
と
外
国
貿
易
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
典
味
あ
る
展
開
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
関
係
は
四
つ
の
段
階
に
お
い
て
説
明
ざ
れ
、
国
際
分
業
は
外
国
貿
易
の
前
提
お
よ
び
結
果
と
し
て
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
国
際
分
業
と
外
国
貿
易
と
の
関
係
を
理
論
的
に
検
討
し
た
例
外
的
な
著
作
は
、
建
林
正
喜
『
外
国
貿
易
と
産
業
循
環
』
、
一
九
六
一
年
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
外
国
貿
易
が
国
際
分
業
の
前
提
お
よ
び
結
果
と
し
て
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
全
く
逆
の
関
係
が
見
ら
れ
る
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
エ
ン
デ
ル
ラ
イ
ン
の
説
明
し
た
四
段
階
の
最
初
の
段
階
を
取
り
去
れ
ば
、
建
林
氏
の
意
義
づ
け
に
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
。
エ
ン
デ
ル
ラ
イ
ン
は
外
国
貿
易
の
規
定
的
役
割
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
内
容
的
に
は
こ
の
相
違
は
わ
ず
か
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
建
林
氏
は
こ
こ
に
国
際
四
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フ
リ
ッ
ツ
・
エ
ソ
デ
ル
ラ
イ
ン
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
分
業
の
特
殊
な
性
格
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
の
分
業
と
交
換
に
か
ん
す
る
命
題
と
も
関
連
し
て
こ
れ
は
今
後
の
研
究
課
題
に
属
す
る
。
外
国
貿
易
の
規
定
的
役
割
は
、
そ
の
生
産
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
。
い
わ
ゆ
る
資
本
主
義
に
お
け
る
外
国
貿
易
の
必
然
性
は
、
こ
の
問
題
に
か
か
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
著
者
は
多
く
を
述
べ
て
い
な
い
。
③
東
西
貿
易
に
お
い
て
社
会
主
義
の
経
済
法
則
と
資
本
主
義
の
経
済
法
則
と
が
互
い
に
平
行
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
第
三
の
経
済
法
則
な
ど
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
う
い
っ
た
指
摘
は
著
者
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
松
井
清
「
東
西
貿
易
の
経
済
法
則
」
（
『
世
界
経
済
の
理
論
的
諸
問
題
』
、
一
九
五
六
年
所
収
）
に
お
い
て
も
っ
と
も
早
く
指
摘
さ
れ
、
東
西
貿
易
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
国
際
分
業
の
利
益
が
論
ぜ
ら
れ
た
。
著
者
が
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
間
の
国
際
分
業
と
世
界
市
場
関
係
を
性
格
づ
け
る
に
当
っ
て
大
き
く
浮
び
あ
が
ら
せ
た
視
角
は
、
そ
れ
を
過
渡
期
の
問
題
と
し
て
取
扱
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
「
中
立
的
」
国
際
分
業
お
よ
び
「
中
立
的
」
世
界
市
場
関
係
が
否
定
さ
れ
、
コ
ー
ル
マ
イ
の
見
解
が
批
判
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
二
つ
の
経
済
法
則
の
作
用
に
お
い
て
激
し
い
闘
争
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
闘
争
に
お
い
て
優
位
を
占
め
う
る
の
は
社
会
主
義
の
経
済
法
則
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
め
ら
る
べ
き
だ
と
思
う
。
し
か
し
問
題
は
、
こ
れ
が
四
七
縮
小
す
る
、
あ
る
い
は
断
絶
的
諸
関
係
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
優
位
あ
る
い
は
支
配
の
名
に
価
し
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
著
者
も
い
う
よ
う
に
「
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
以
っ
て
外
国
貿
易
（
資
本
主
義
諸
国
と
の
1
．引
用
者
）
を
促
進
し
、
そ
れ
を
拡
大
す
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
S
•四
七
）
に
し
て
も
、
そ
れ
は
一
国
内
部
で
の
過
渡
期
、
す
な
わ
ち
著
者
が
例
に
あ
げ
て
い
る
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
の
も
と
で
の
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
問
題
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、
国
際
的
な
意
味
で
の
「
過
渡
期
」
を
い
か
に
意
義
づ
け
る
か
と
い
う
課
題
が
発
生
す
る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
世
界
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
問
題
と
つ
な
が
っ
て
く
る
が
、
残
念
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
は
著
者
か
ら
そ
れ
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
東
西
貿
易
の
意
識
的
拡
大
の
反
面
に
著
者
は
、
資
本
主
義
に
と
っ
て
の
東
西
貿
易
の
経
済
的
強
制
を
お
い
て
い
る
。
こ
の
経
済
的
強
制
の
発
現
は
、
個
々
の
国
の
資
本
主
義
世
界
経
済
内
に
お
け
る
位
置
、
そ
の
時
々
の
経
済
循
環
上
の
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
相
異
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
開
発
途
上
に
あ
る
後
進
諸
国
に
と
っ
て
は
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
と
は
別
の
経
済
的
強
制
も
存
在
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
こ
う
し
た
点
は
著
者
に
よ
っ
て
み
の
が
さ
れ
て
い
る
が
、
た
し
か
に
経
済
的
強
制
は
社
会
主
義
諸
国
に
よ
る
東
西
貿
易
の
意
識
的
拡
大
し
た
が
っ
て
ま
た
新
し
い
国
際
分
業
の
創
造
に
と
っ
て
有
利
な
条
件
を
な
す
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
も
っ
と
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
48 
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リ
ッ
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ニ
ソ
デ
ル
ラ
イ
ソ
「
社
会
主
義
諸
国
と
資
本
主
義
諸
国
と
の
問
の
国
際
分
業
」
（
吉
信
）
れ
る
の
は
、
東
西
貿
易
の
資
本
主
義
側
に
と
っ
て
の
利
益
で
あ
ろ
う
。
資
本
主
義
諸
国
は
、
社
会
主
義
経
済
法
則
の
支
配
す
る
東
西
貿
易
が
か
れ
ら
の
利
益
に
、
し
か
も
利
潤
原
則
に
の
っ
と
っ
た
利
益
に
一
致
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
拡
大
に
積
極
的
に
さ
え
の
り
だ
す
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
こ
の
貿
易
が
長
期
貿
易
協
定
そ
の
他
に
よ
っ
て
資
本
主
義
諸
国
に
対
し
て
も
十
分
利
益
を
与
え
う
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
し
か
る
が
故
に
ま
す
ま
す
社
会
主
義
的
要
素
が
優
勢
と
な
り
支
配
的
と
な
る
と
い
う
逆
説
を
、
国
際
分
業
の
生
産
力
と
生
産
関
係
の
二
側
面
か
ら
展
開
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
④
 
「
過
渡
期
」
の
性
格
を
明
白
に
彩
る
に
ち
が
い
な
い
。
以
上
三
つ
の
点
に
わ
た
っ
て
や
や
大
き
な
問
題
点
を
指
摘
し
た
が
、
わ
が
国
の
論
争
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
世
界
市
場
一
般
、
東
西
間
の
世
界
市
場
関
係
と
い
っ
た
概
念
の
究
明
に
な
お
不
満
足
な
点
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
、
コ
ー
ル
マ
イ
批
判
に
付
随
し
て
述
べ
ら
れ
た
著
者
の
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
把
握
は
、
わ
が
国
の
理
論
水
準
か
ら
み
て
当
然
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
全
体
に
わ
た
っ
て
経
済
の
数
量
的
側
面
の
分
析
ー
と
り
わ
け
外
国
貿
易
の
収
益
性
に
か
ん
す
る
議
論
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
ー
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ど
も
、
こ
の
小
冊
子
に
要
求
す
る
の
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
実
的
な
課
題
に
と
っ
て
十
分
と
は
思
わ
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
著
者
の
と
っ
た
分
析
の
方
向
か
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
高
ま
り
つ
つ
あ
る
東
西
貿
易
の
今
後
の
理
論
建
設
に
、
ま
た
そ
れ
を
も
―
つ
の
課
題
と
す
る
外
国
貿
易
•
世
界
経
済
論
の
発
展
に
、
生
か
さ
る
べ
き
も
の
を
汲
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
と
も
か
く
こ
の
領
域
に
貴
重
な
一
石
を
投
じ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
注
田
池
谷
進
訳
、
コ
ー
ル
マ
イ
「
資
本
主
義
世
界
経
済
か
ら
社
会
主
義
経
済
へ
の
移
行
」
山
、
図
、
世
界
経
済
評
論
、
一
九
五
九
年
―
一
月
号
、
一
九
六
0
年
一
月
号
所
収
。
木
下
悦
二
「
書
評
、
ギ
ュ
ソ
タ
ー
・
コ
ー
ル
マ
イ
「
社
会
主
義
世
界
経
済
体
制
発
展
の
諸
問
題
J
」
、
経
済
学
雑
誌
、
第
四
十
巻
、
第
五
号
。
②
Berri, S
p
e
z
i
a
l
i
s
i
e
r
u
n
g
_
u
n
d
 K
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 in d
e
r
 I
n
d
u
s
t
,
 
rie 
d
e
r
 U
d
S
S
R
.
 
③
た
と
え
ば
、
小
野
―
一
郎
氏
に
よ
る
行
沢
健
一
―
-
『
国
際
経
済
学
序
説
』
の
書
評
（
国
際
経
済
、
第
十
号
所
収
）
や
、
川
尻
武
氏
に
よ
る
木
下
悦
二
編
『
論
争
・
国
際
価
値
論
』
の
書
評
（
世
界
経
済
評
論
、
一
九
六
0
年
氏
月
号
所
収
）
を
み
よ
。
四
八
